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シンチレータは高エネルギー放射線を吸収し、紫外-可視光子を放出する蛍光体で、医療・セキ

ュリティ機器等の放射線検出に応用されている。近年、アパタイト構造である RE8AE2(SiO4)6O2 

(RE：希土類元素, AE：アルカリ土類元素)がシンチレータとして有効な母体結晶であると期待さ

れており、研究が進められている[1-2]。本研究室では先行研究にて Ce を添加し、RE=Y, Gd, Lu、

AE=Sr をそれぞれ置換した単結晶の作製・評価を行った。その結果、Lu 置換サンプルがα線照

射時に最も高い発光量を示したが、サンプルの大部分はセラミックス化してしまっていた。そこ

で本研究では Y と Lu を、比率を変更して共置換したサンプルを作製し、光物性・放射線誘起蛍

光特性について評価した。 

作製したサンプルの XRD で構造解析の結果を Fig.1 に示す。作製した単結晶は Y と Lu をモル

比で 4：1 の割合で置換したサンプルまで、単相のアパタイト型構造を有していることを確認した。

Fig.2 に各サンプルのシンチレーション発光スペクトルを示す。450-500 nmにおいて Ce3+の 5d-4f

遷移に由来する発光が確認された。本講演では各単結晶の、光物性および放射線誘起蛍光特性に

関する報告を行う。 
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Fig.1 XRD patterns of Ce-doped 

((Y1-xLux)8Sr2)(SiO4)6O2. 

Fig.2 Scintillation spectra of 0 to 2% Ce-doped 

((Y1-xLux)8Sr2)(SiO4)6O2 under X-ray exposure. 
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